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「
は
ま
ゆ
う
」
の
復
刊
に
あ
た
っ
て

同
窓
会
会
長
　
土
　
田
　
好
　
明

　

同
窓
会
の
み
な
さ
ま
に
は
、
益
々
お
元
気
で
、
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

や
っ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
、
又
今
年
は
浜

高
創
立
百
三
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
、

四
年
振
り
に
「
は
ま
ゆ
う
」
を
復
刊
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
浜
高
生
の
活
躍
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の

が
あ
り
、
十
八
年
振
り
の
硬
式
野
球
甲
子
園
出
場
、

軟
式
野
球
全
国
大
会
ベ
ス
ト
四
の
他
、
文
化
部
と
し

て
自
然
科
学
部
が
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
（
科
学
の
自
由
研
究
コ

ン
テ
ス
ト
）
に
於
て
米
国
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会

に
出
場
、
と
い
っ
た
数
々
の
す
ば
ら
し
い
成
績
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

四
四
，〇
〇
〇
人
を
超
え
る
卒
業
生
を
世
に
送
り
、

校
史
に
名
を
刻
み
続
け
て
い
る
浜
田
高
校
。
そ
の
同

窓
会
紙
と
し
て
の
「
は
ま
ゆ
う
」
の
存
在
は
極
め
て

大
き
く
、
各
地
区
の
皆
様
が
楽
し
み
に
待
た
れ
て
お

ら
れ
る
と
思
い
今
般
の
復
刊
を
機
に
、
関
係
者
一
同

さ
ら
に
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
協
力
、
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
　
挨
　
拶

校　

長
　
志
　
波
　
英
　
樹

　

令
和
四
年
度
よ
り
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
志
波
英

樹
で
す
。
三
十
五
期
の
卒
業
生
で
す
。
同
窓
生
の
皆

様
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と

伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
浜

田
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
て
精
一
杯
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
長
ら
く
続
い
た

コ
ロ
ナ
禍
が
本
年
五
月
に
よ
う

や
く
一
区
切
り
と
な
り
、
こ
の
間
休
止
状
態
に
あ
っ

た
同
窓
会
機
関
誌
「
は
ま
ゆ
う
」
が
、
四
年
ぶ
り
に

発
行
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
各
地
で
同
窓
会

活
動
も
再
開
さ
れ
る
中
、「
は
ま
ゆ
う
」
の
再
出
発
が
、

同
窓
会
員
ど
う
し
、
あ
る
い
は
学
校
と
同
窓
生
の
皆

様
と
の
絆
を
深
め
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
は
ま
ゆ
う
」
休
止
中
の
学
校
の
様
子
で
す
が
、

記
憶
に
新
し
い
の
は
昨
年
度
の
硬
式
野
球
部
十
八
年

ぶ
り
甲
子
園
出
場
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

た
く
さ
ん
の
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
寄
付

並
び
に
励
ま
し
の
言
葉
を
賜
り
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
初
戦
に
勝
利
し
、
甲
子
園
に
響

き
渡
っ
た
校
歌
は
格
別
で
、
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
の

皆
様
が
感
激
さ
れ
た
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
文
武
両
道
」
の
気
風
は
変
わ
ら
ず
健
在
で
あ
り
、

硬
式
野
球
部
だ
け
で
な
く
例
年
多
く
の
部
活
動
が
全

国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
令
和
三
年
度
は
軟
式

野
球
部
が
ベ
ス
ト
四
，
令
和
四
年
度
は
卓
球
部
が
個

人
三
位
、
放
送
部
が
優
秀
賞
（
三
位
相
当
）、
自
然

科
学
部
が
花
王
賞
（
四
位
相
当
、
世
界
大
会
出
場
）、

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
団
体
ベ
ス
ト
十
六
に
入
る

な
ど
、
全
国
レ
ベ
ル
で
も
活
躍
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
年
）
の
島
根

県
立
第
二
尋
常
中
学
校
開
校
を
も
っ
て
創
立
と
な
す

浜
田
高
校
は
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
年
）
に
創
立

百
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
伝
統

あ
る
校
史
の
節
目
に
あ
た
り
、
後
述
の
と
お
り
記
念

行
事
等
を
計
画
・
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同

窓
生
の
皆
様
に
は
、
五
月
に
募
金
趣
意
書
を
郵
送

し
、
ご
寄
付
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
出
費
多
端
の
折
誠
に
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

何
と
ぞ
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
募
金
趣
意
書
が
届
い
て
い
な
い

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
学
校
事
務
室
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
８
５
５-

２
２-

０
０
４
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
既
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆

様
に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
更
な
る
寄
付

依
頼
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）

●
記
念
式
典

　

令
和
五
年
十
月
七
日
（
土
）　

　

本
校
体
育
館
に
て
十
時
開
始

●
記
念
講
演

　

清
水
雅
治 

氏

　
（�

三
十
四
期
。
侍
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
チ
と
し
て
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
）

●
記
念
事
業

　

�

創
立
百
年
記
念
館
の
外
部
歩
廊
等
の
改
修
、
体
育

館
校
歌
額
新
調
、
記
念
誌
の
発
行

●
ご
寄
付
の
受
付
口
座
（
一
口　

五
，〇
〇
〇
円
）

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
　

口
座
番
号
：
０
１
３
４
０-

４-

１
１
３
０
６
４

　
　

口 

座 

名
：�

浜
田
高
校
創
立
百
三
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　

記
念
事
業
実
行
委
員
会

　

山
陰
合
同
銀
行
浜
田
東
出
張
所

　
　

口
座
番
号
：
店
番
０
４
４

　
　
　
　
　
　
　

普
通
４
５
１
０
８
６
３

　
　

口 

座 

名
：�

島
根
県
立
浜
田
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　

創
立
百
三
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
委
員
長　

土
田
好
明

　

日
本
海
信
用
金
庫
東
支
店

　
　

口
座
番
号
：
店
番
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　

普
通
０
２
７
８
９
２
２

　
　

口 

座 

名
：
島
根
県
立
浜
田
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　

創
立
百
三
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
委
員
長　

土
田
好
明

浜
高
生
を
熱
く
応
援
し
ま
す
！

一
般
財
団
法
人
亀
山
教
育
振
興
会
を

設
立
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

一
般
財
団
法
人
亀
山
教
育
振
興
会

代
表
理
事　

西
　
藤
　
昌
　
裕

　

皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
島
根
県
立
浜
田
高
等
学
校

創
立
百
年
記
念
館
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
当
時
の
浜

田
高
校
同
窓
生
の
皆
様
を
中
心
と
し
て
、
生
徒
保
護

者
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
財
団
法
人
亀
山
教
育
振
興
会

は
、
そ
の
創
立
百
年
記
念
館
の
維
持
・
管
理
お
よ
び

そ
の
有
効
活
用
を
通
じ
て
、
浜
田
高
校
の
発
展
と
浜

田
高
校
生
徒

の
学
力
・
資

質
・
能
力
の

向
上
を
支
援

す
る
目
的
で

設
立
い
た
し

ま
し
た
。
活

動
と
し
ま
し

て
は
、
⑴
島

根
県
立
浜
田

高
等
学
校
創

立
百
年
記
念

館
の
管
理
運

営
業
務
、
⑵

各
界
で
活
躍

す
る
島
根
県

立
浜
田
高
等

学
校
同
窓
生
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
支
援
事
業
、
⑶
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
、
設
備
等
を

活
用
し
た
先
端
教
育
に
よ
る
学
力
向
上
支
援
事

業
、
⑷
高
等
学
校
卒
業
後
の
大
学
進
学
に
向
け

た
学
習
を
支
援
す
る
事
業
、
⑸
部
活
動
支
援
事

業
、
⑹
島
根
県
立
浜
田
高
等
学
校
の
生
徒
募
集

及
び
情
報
発
信
を
中
心
と
し
た
学
校
経
営
支
援

事
業
、
⑺
島
根
県
立
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
高
校
大
学
連
携
支
援
事

業
、
⑻
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
と
地
域
の
好
循

環
実
現
に
資
す
る
事
業
、
⑼
貸
し
教
室
・
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
等
の
管
理
・
運
営
、
⑽
そ
の
他

前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
附
帯
又
は
関
連
す
る

事
業
、
を
推
し
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

浜
高
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
浜
高
」
の
更
な
る
発
展
を
支
援
す
る
た

め
に
、
一
般
財
団
法
人
亀
山
教
育
振
興
会
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
法
人

の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
皆
様
の
ご
厚
志
を
賜

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
金
融
機
関
の

口
座
番
号
等
を
記
し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
寄
付
を
一
〇
，〇
〇
〇
円
以
上
い

た
だ
き
ま
し
た
方
に
は
、
浜
高
校
歌
一
番
を
背

中
に
プ
リ
ン
ト
し
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
（
色
：
ネ
イ

ビ
ー
）
を
記
念
品
と
し
て
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
す
場
合
に
は
、
財
団
事

務
局
（
浜
高
０
８
５
５
（
２
２
）
０
０
４
２
・

財
団
事
務
局
長
・
熊
谷
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
何
卒
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
名
義
」　
一
般
財
団
法
人
亀
山
教
育
振
興
会

【
ザ
イ
）カ
メ
ヤ
マ
キ
ョ
ウ
イ
ク
シ
ン
コ
ウ
カ
イ
】

１
．「
山
陰
合
同
銀
行
（
０
１
６
７
）」　

　
　

浜
田
支
店
（
０
４
３
）　

　
　
　

口
座
番
号
４
５
２
１
０
３
０

２
．「
島
根
銀
行
（
０
５
６
５
）」　

　
　

浜
田
支
店
（
６
０
５
）　

　
　
　

口
座
番
号
０
３
５
１
９
６
３

３
．「
日
本
海
信
用
金
庫
（
１
７
１
１
）」

　
　

東
支
店
（
０
０
３
）　

　
　
　

口
座
番
号
０
２
７
７
７
５
６

浜田市

島根県

【県外】

各地・各界で活躍する卒業生

一財）亀山教育振興会

浜高生

進路希望

【海外】

教
育
支
援

記念事業にて補修予定の創立
百年記念館の外部歩廊と新調
予定の体育館校歌幕。校歌幕
には亀裂がみられる。

浜田高校創立130周年
記念式典のお知らせ

●記念式典／10：00～11：00
●記念講演／11：10～12：30

10：00～12：30
令和５年10月7日㈯日　　時

浜田高校体育館場　　所

講師　清水　雅治　氏
（浜高34期・侍ジャパンコーチ）

記念講演

事務局〒697-0024
　　　　島根県浜田市黒川町3749番地
　　　　ＴＥＬ0855-22-0042
　　　　ＦＡＸ0855-22-2457
発　行：浜田高校同窓会
編　集：浜田高校同窓会校内理事
印　刷：柏村印刷株式会社



（ 特 別 号 ）（2） 特別号　2023年８月発行

どんなときも
「高い理想と
誠実な努力」
コロナ禍の＝浜高生たち＝

帰ってきんさい、浜田へ。

コロナ禍での授業風景（Ｒ３）
感染拡大予防に努めながらも、グループでの協働学習
を授業で行うなど、学びの質を落とさない取り組みが
行われました。

浜高祭応援合戦（Ｒ３）
密を避けた工夫を生徒たちで考え、応援合戦を実施し
ました。伝統ある「めくり」は練習、本番ともに密を
避けるのが難しいため、実施しませんでした。Ｒ３は
雨天のため、写真のように体育館で実施。

浜高祭ＭＦ（Ｒ３）
Ｒ２のＭＦ（クラス対抗合唱コンクール）は声を出さな
いようにリズムアンサンブルで行いましたが、Ｒ３はマ
スク着用ながら合唱を復活させることができました。

自然科学部　世界大会へ（Ｒ４）
自然科学部が行った植物の防虫効果成分の研究が評価
され、アメリカで開催されたISEF（科学の自由研究コン
テスト）へ出場しました。写真は激励金授与式のようす。

18年ぶり甲子園出場（Ｒ４）
硬式野球部が18年ぶりに甲子園出場を決めました。写真
は初戦に勝利し、校歌を歌う選手たち。運動部では他に
軟式野球部の全国ベスト４などの活躍がありました。

ちょこっ・トーク（Ｒ４）
「ちょこっ・トーク」と題して地域の大勢の方たちに
来校してもらい、浜高生と対話を行う探究学習が行わ
れました。コロナ禍の制限はあったものの、地域との
つながりを大事にした教育活動が続けられました。

これは何のようす？
教室で席につきスクリーンに映し出された画面を見つ
めているのは大人たち…。Ｒ３年度の卒業式のようす
でした。リモートでわが子の晴れ姿を見つめる保護
者。コロナの時代を象徴するシーンとなりました。

令
和
４
年
度
県
高
校
総
体
男
子
総
合
優
勝

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
躍
進
を
続
け
る
浜
高
生
！

10周年の定時制・
通信制（Ｒ４）
昨年度（Ｒ４）は「定時制・
通信制」誕生から10年の
節目でした。11月には祝う
会を実施（写真①）。定時
制は男子バスケットボール
で全国大会出場（写真②）、
通信制は高校生ジオラマ
制作の全国大会で入賞（写
真③）などの活躍が10周
年に花を添えました。

コロナ禍において、帰郷をひかえていた同窓生のみなさん。
久しぶりに浜田へ戻ってみられませんか？

●浜高広島地区同窓会 総会を開催しました。
時：令和５年７月８日（土）
所：ひろしま国際ホテル

　昭和63年９月に設立された浜高広島地区同窓会は、令
和５年に35周年を迎えました。
　コロナ感染拡大の影響で３年間中止していた総会を土
田同窓会長、志波校長をお迎えして４年ぶりに開催し、
８期から51期までの同窓生31名が集まりました。
　総会後の懇親会は、久しぶりの再会を楽しみ各テーブ
ルから笑い声も聞こえるなど、にぎやかな会となりまし
た。最後は、８期から10期の方が浜田中学校校歌を、14
期から51期の方が浜田高校校歌を、それぞれステージに上がり熱唱しました。「久しぶりに大声で校歌を歌った。」と参
加者が笑顔で話されていたのが印象に残る同窓会となりました。

名　称 会　長
浜田高校同窓会（本部） 土田　好明（19期）
在京浜高同窓会 昌子久仁子（23期）
近畿浜高同窓会 岡本　幸夫（17期）

地区
同窓会に
ついて

※写真はJR浜田駅の現在のようすと令和元年10月にオープンした浜田城資料館。
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名　称 会　長
浜高広島地区同窓会 山崎　健三（14期）
九州・山口地区浜高同窓会 朝付　　努（20期）
在松亀山会 若佐　博之（９期）


